
IPv6によるインターネットの利用高度化に関する研究会
IPv6を用いた環境分野のクラウドサービスワーキンググループ 開催実績
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○第1回
1. ワーキンググループの検討事項について
2. 構成員からのプレゼンテーション

(1) スマートグリッドと課題
(2) スマートグリッドの現状について

○第2回
1. 構成員からのプレゼンテーション

(1) クラウドサービスにおけるIPv6の意味
(2) 低炭素社会に向けた“インターネット”のネクストステージ
(3) 環境負荷軽減の取り組みとクラウドにおける課題
(4) 環境クラウド実現に向けた課題 スマート化とクラウド化

2. IPv6環境クラウドのガイドライン骨子（案）

○第3回
1. IPv6環境クラウドのガイドライン骨子（案）について
2. 構成員からのプレゼンテーション
(1) センサネットワークの現状と課題 省エネの環境アプリケーション事例
(2) IPv6環境クラウドサービスの利用促進を阻害する課題

～環境センサーネットワークの技術的・制度的・ビジネス的課題～

○第4回
1.構成員からのプレゼンテーション

環境クラウド ～環境負荷推定とスマート化効果可視化～
2. IPv6を用いた環境分野のクラウドサービスワーキンググループ中間取りま
とめ（論点整理）（案）について


